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あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
平
成
二
十
五
年
度
の
主
要
な
施
策

に
つ
い
て
は
、
「
利
尻
富
士
町
新
ま
ち
づ
く

り
総
合
計
画
」
の
基
本
目
標
に
従
い
申
し
述

べ
ま
す
。

「
平
成
二
十
五
年
度
町
政
執
行
の
目
標
」

1　

豊
か
な
自
然
と
共
生
し

　
　

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち

2　

温
も
り
と
思
い
や
り
の
あ
る

　
　

保
健
福
祉
の
ま
ち

3　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち

4　

明
日
を
担
う
心
豊
か
な

　
　

人
づ
く
り
と
文
化
を
育
む
ま
ち

5　

住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る

　
　

健
全
な
行
政
運
営
の
ま
ち

　

以
下
、
具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
項
目
ご

と
に
申
し
上
げ
ま
す
。

●
昨
年
の
利
尻
漁
協
に
お
け
る
町
内
の
漁
業

生
産
額
は
十
六
億
六
千
七
百
四
十
一
万
七
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
豊
漁
で
あ

っ
た
天
然
昆
布
を
始
め
、
特
採
枠
が
拡
大
さ

れ
た
サ
ケ
、
そ
し
て
、
ホ
ッ
ケ
、
ノ
ナ
、
養

殖
昆
布
が
増
産
と
な
っ
た
も
の
の
、
単
価
安

な
ど
か
ら
大
幅
な
減
産
と
な
っ
た
ナ
マ
コ
、

カ
レ
イ
、
ウ
ニ
な
ど
が
減
産
、
さ
ら
に
秋
に

は
時
化
続
き
で
出
漁
日
数
が
制
限
さ
れ
る
な

ど
の
条
件
が
重
な
り
、
一
昨
年
比
で
九
八
．

四
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
漁

業
者
皆
様
に
は
大
変
な
ご
苦
労
と
ご
努
力
に

よ
っ
て
一
昨
年
並
の
漁
獲
高
に
な
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
仄
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
昨
年
の
高
水
温
の
影
響
か
ら
天
然
・
養

殖
と
も
昆
布
が
減
産
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
自
然
環
境
の
影
響
に
左
右
さ
れ
る
部
分

も
あ
り
ま
す
が
、
漁
業
者
が
取
り
組
ん
で
い

る
ナ
マ
コ
の
増
殖
や
ノ
ナ
の
移
殖
な
ど
の
努

力
が
報
わ
れ
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
漁
協

が
漁
業
者
の
た
め
に
積
極
的
な
対
策
を
講
じ

て
頂
く
こ
と
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
行
政

も
含
め
て
共
に
考
え
、
共
に
行
動
で
き
る
こ

と
を
目
標
に
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
た
取
組

み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
担
い
手
対
策
で
あ
る
漁
業
後
継
者
は
、
本

年
は
鬼
脇
地
区
三
名
、
鴛
泊
地
区
一
名
の
担

い
手
確
保
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち

二
名
は
漁
業
体
験
研
修
「
漁
師
道
」
の
研
修

修
了
者
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
が
出
て
き
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
本
年
も
鬼
脇
地
区
で
研
修
生

一
名
の
受
け
入
れ
漁
家
が
あ
り
、
行
政
を
始

め
関
係
者
の
皆
様
方
と
連
携
を
密
に
し
て
受

け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

一
．
豊
か
な
自
然
と
共
生
し

　

活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち

水
産
業
に
つ
い
て

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

町
政
執
行
方
針

度
再
認
識
し
、
長
期
計
画
で
あ
る
「
ふ
る
さ

と
の
元
気
と
輝
き
を
も
と
め
て
」
の
目
的
達

成
の
た
め
全
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
叱
咤
激
励

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
、
円
安
・
株
価
高
が

一
段
と
進
ん
だ
こ
と
や
、
新
政
権
の
政
策
へ

の
期
待
感
か
ら
消
費
、
生
産
、
雇
用
等
に
お

い
て
持
ち
直
し
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

依
然
と
し
て
景
気
の
低
迷
か
ら
脱
出
で
き
な

い
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た

国
内
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
労
働
力

の
確
保
、
社
会
保
障
と
税
の
あ
り
方
な
ど
、

人
口
減
少
が
も
た
ら
す
様
々
な
課
題
も
直
視

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
離
島
住

民
に
と
っ
て
は
、
離
島
振
興
法
の
改
正
延
長

が
実
現
し
、
基
本
理
念
や
国
の
責
務
の
新
設
、

離
島
活
性
化
交
付
金
の
創
設
な
ど
拡
充
強
化

が
図
ら
れ
た
こ
と
は
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
歴
史
的
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す

が
、
地
方
自
治
体
も
そ
の
変
化
を
的
確
に
捉

え
た
行
政
運
営
・
行
政
経
営
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
町
民

の
皆
様
が
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
人
と
人
と
が

支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
連
帯

と
相
互
扶
助
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
元
気

　

平
成
二
十
五
年
第
一
回
利
尻
富
士
町
議
会

定
例
会
に
あ
た
り
、
新
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
私
の
所
信
と
施
策
の
概
要
を
申
し
上
げ
、

議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
十
三
年
に
町
民
の
皆
様
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
な
が
ら
初
当
選
し
、

二
期
目
、
三
期
目
は
無
競
争
と
い
う
栄
を
受

け
て
、
信
頼
と
期
待
を
担
う
町
政
の
重
大
な

責
務
を
担
い
な
が
ら
、
町
長
就
任
以
来
今
日

ま
で
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
希
望
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
町

政
を
推
進
し
て
き
た
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
三
期
目
の
総
括
の
年
に
あ
た
り
、

与
え
ら
れ
た
使
命
と
責
任
の
重
大
さ
を
今
一

ふるさと利尻富士町のふるさと利尻富士町のふるさと利尻富士町の
　　　振興発展のために
ふるさと利尻富士町の
　　　振興発展のために 平

成
25
年
度

平
成
25
年
度
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本
町
の
ロ
ケ
地
に
お
い
て
も
、
所
有
者
や
関

係
住
民
の
理
解
を
得
な
が
ら
撮
影
地
に
案
内

板
を
設
置
し
、
訪
れ
た
方
々
が
ロ
ケ
地
で
あ

る
こ
と
が
判
断
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

●
利
尻
空
港
の
関
係
で
は
、
昨
年
の
利
用
率

向
上
の
た
め
Ａ
Ｎ
Ａ
と
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
と

し
て
町
内
二
泊
の
「
観
光
客
誘
致
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
事
業
」
を
道
の
補
助
を
得
て
実
施
し
た

結
果
、
九
月
の
集
客
は
八
百
七
十
一
名
、
延

べ
千
七
百
四
十
二
人
と
な
り
、
宿
泊
関
係
者
、

土
産
取
扱
店
、
食
堂
等
へ
の
経
済
効
果
、
そ

し
て
搭
乗
率
も
対
前
年
度
比
で
約
十
九
%
ア

ッ
プ
と
な
っ
て
有
効
な
施
策
で
あ
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
Ａ
Ｎ

Ａ
は
今
年
も
九
月
便
を
継
続
す
る
旨
の
内
定

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
年
も
観
光
協
会
に

対
す
る
補
助
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

体
制
整
備
が
必
須
で
あ
り
、
今
後
は
協
議
会

等
を
設
立
し
て
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら
運

営
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
観
光
客
の
入
込
数
は
十
五
年
度
の
二
十
七

万
五
百
人
を
ピ
ー
ク
に
十
年
間
減
少
し
続
け
、

二
十
四
年
度
は
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の

影
響
が
緩
和
さ
れ
て
少
し
で
も
増
加
傾
向
に

な
れ
ば
と
の
願
い
も
む
な
し
く
、
上
期
の
入

込
数
は
十
三
万
二
千
六
百
人
と
な
り
、
前
年

の
同
期
対
比
で
は
九
百
人
減
の
九
九
．
三
％

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
宿
泊
客
は
四
千
百

人
増
の
五
万
三
千
四
百
人
と
な
っ
て
い
る
状

況
を
見
れ
ば
、
震
災
の
影
響
か
ら
回
復
傾
向

に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
観
光
協
会

を
始
め
と
す
る
観
光
関
係
者
の
努
力
や
宗
谷

管
内
な
ど
の
広
域
で
観
光
振
興
策
に
取
り
組

ん
で
き
た
成
果
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

ま
す
。

●
昨
年
十
一
月
三
日
か
ら
映
画
「
北
の
カ
ナ

リ
ア
た
ち
」
が
全
国
の
映
画
館
で
放
映
さ
れ

た
ほ
か
、
家
庭
画
報
、
山
と
渓
谷
な
ど
で
も

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
見
た
多

く
の
方
々
が
利
尻
・
礼
文
に
訪
れ
て
頂
け
る

こ
と
に
大
き
な
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
観
光
協
会
や
宗
谷
管

内
の
関
係
団
体
等
が
連
携
し
て
旅
行
代
理
店

へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
観
光

客
誘
致
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

Ｐ
Ｒ
活
動
や
販
売
の
促
進
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア

ー
な
ど
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

●
漁
業
振
興
施
設
に
関
す
る
取
り
組
み
は
、

鴛
泊
地
区
で
実
施
す
る
昆
布
養
殖
施
設
に
対

し
て
助
成
措
置
を
講
じ
、
新
た
に
着
業
す
る

昆
布
養
殖
漁
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
漁
場
開

発
で
は
、
道
の
事
業
主
体
で
二
石
地
区
で
四

年
間
で
囲
い
礁
一
万
㎡
が
造
成
さ
れ
る
計
画

で
本
年
度
か
ら
着
工
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
船
揚
場
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
か
ら

要
望
の
あ
っ
た
沼
浦
船
揚
場
の
改
良
を
行
い
、

老
朽
化
に
対
応
し
ま
す
。

●
漁
港
関
係
で
は
、
雄
忠
志
内
漁
港
は
現
在

進
め
ら
れ
て
い
る
外
防
波
堤
工
事
が
継
続
実

施
さ
れ
、
本
泊
漁
港
は
老
朽
化
施
設
の
機
能

保
全
事
業
計
画
を
策
定
し
、
国
の
認
可
に
向

け
た
作
業
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
海
岸
整

備
で
は
鰊
泊
海
岸
局
部
改
良
事
業
が
継
続
実

施
さ
れ
ま
す
。

●
港
湾
整
備
で
は
、
鴛
泊
港
の
マ
イ
ナ
ス
六
．

〇
ｍ
岸
壁
整
備
が
継
続
実
施
さ
れ
、
二
十
五

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
ほ
か
、
東
防
波
護

岸
の
改
良
工
事
が
本
年
よ
り
再
開
さ
れ
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
建
設
中
の
新
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

は
二
十
五
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
順
調

に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
駐

車
場
の
整
備
を
実
施
し
な
が
ら
、
利
用
者
の

利
便
性
・
快
適
性
の
確
保
や
情
報
発
信
機
能

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
港
湾
機
能

を
地
域
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
鴛
泊
港
エ

リ
ア
を
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
や
「
海
の
駅
」

と
し
て
の
登
録
を
目
指
し
て
関
係
機
関
と
調

整
を
進
め
て
お
り
、
港
か
ら
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
、
行
政
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
た

　

町
民
の
皆
様
が
、
笑
顔
の
中
で
元
気
に
生

活
す
る
た
め
に
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
社
会
福
祉
関
係
団
体
や
地
域

住
民
、
自
治
会
等
と
一
体
と
な
っ
て
「
温
も

り
と
思
い
や
り
の
あ
る
保
健
福
祉
の
ま
ち
」

を
目
指
し
て
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

以
下
、
主
な
施
策
を
申
し
上
げ
ま
す
。

●
保
健
関
係
で
は
、
住
民
健
診
は
町
民
の
健

康
管
理
の
た
め
の
受
診
体
制
は
整
え
て
い
る

も
の
の
、
目
標
と
す
る
受
診
率
ま
で
に
は
至

っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た
め
各

地
区
保
健
福
祉
推
進
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

受
診
勧
奨
の
強
化
と
健
康
教
育
、
健
康
相
談
、

訪
問
事
業
を
徹
底
し
、町
民
一
人
ひ
と
り
が
健

康
を
実
感
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
実
施
し
て
き
た
子
宮
頸
が
ん
予

防
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
二
十
五
年
度
以
降
は
定
期
接
種
化
す

る
こ
と
に
予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
を
含
め
て
各
種
が
ん
検
診
や
予
防
接

種
、
乳
幼
児
健
診
を
実
施
す
る
ほ
か
、
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
と
育
児
支
援
、
妊
産
婦
検

診
支
援
、
更
に
は
70
歳
以
上
の
高
齢
者
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
部
助
成
を
実
施
、

重
症
化
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

観
光
に
つ
い
て

昨年11月に行われた映画「北のカナリアたち」
町民無料上映会の様子

昨年11月に行われた映画「北のカナリアたち」
町民無料上映会の様子

二
．
温
も
り
と
思
い
や
り
の
あ
る

　
　
　
　
　
　

保
健
福
祉
の
ま
ち

保
健
・
医
療
関
係
に
つ
い
て
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て
い
ま
す
が
、
所
得
税
・
個
人
住
民
税
の
扶

養
控
除
の
税
制
改
正
に
伴
う
保
育
料
へ
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
に
扶
養
控
除
の

影
響
を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
措
置
い
た
し
ま

す
。

　

高
齢
化
・
少
子
化
対
策
で
実
施
し
て
い
る

妊
産
婦
の
出
産
支
援
と
検
診
・
分
娩
に
係
る

フ
ェ
リ
ー
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
改
正
離
島

振
興
法
で
も
措
置
さ
れ
る
部
分
が
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
内
容
的
に
は
こ
れ
ま
で
同

様
の
交
通
費
の
全
額
助
成
と
宿
泊
費
の
一
部

助
成
を
継
続
す
る
ほ
か
、
高
齢
者
に
対
す
る

敬
老
バ
ス
も
昨
年
同
様
の
内
容
で
実
施
し
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
で
は
、
近
年
の
高
齢
化
の 鬼脇保育所入所式の様子鬼脇保育所入所式の様子

護
職
員
初
任
者
資
格
（
こ
れ
ま
で
は
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
二
級
資
格
）
取
得
の
た
め
の
「
介

護
職
員
研
修
養
成
事
業
」
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
お
い
て
は
、
入
所

者
、
利
用
者
が
適
切
な
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
も
と
、

職
員
の
資
質
向
上
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
指
導
徹

底
を
図
り
ま
す
。

●
障
が
い
者
福
祉
で
は
、
昨
年
「
地
域
社
会

に
お
け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
障

害
者
保
健
福
祉
施
策
を
講
ず
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
本
年

（
一
部
は
二
十
六
年
）か
ら
「
障
害
者
自
立
支

援
法
」が「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
障

害
者
総
合
支
援
法
）
」
に
改
正
さ
れ
、
障
が

い
者
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
る
ほ
か
、
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
が
図
ら
れ
ま

す
の
で
、
改
正
新
法
に
基
づ
い
た
障
が
い
者

福
祉
施
策
を
講
じ
て
参
り
ま
す
。

●
児
童
福
祉
で
は
、
今
年
度
は
九
十
一
名
が

鴛
泊
・
鬼
脇
保
育
所
に
通
所
す
る
予
定
で
す
。

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

保
育
環
境
の
整
備
と
保
育
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
の
方
針
に
従
い
改
正
条
例
案
を
提
出
し

●
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、
一
次
医
療
を
担

っ
て
い
る
鴛
泊
診
療
所
、
道
立
鬼
脇
診
療
所

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町
民
か
ら
安
心
と

信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
診
療
体
制
を
充

実
さ
せ
、
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
に
対
処

で
き
る
よ
う
保
健
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

●
地
域
福
祉
で
は
、
地
域
の
方
々
が
安
全
で

安
心
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

保
健
福
祉
推
進
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
と
も

連
携
を
密
に
し
な
が
ら
生
活
支
援
・
相
談
体

制
を
充
実
さ
せ
る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
給
付
事
業
や
低
所
得
者
層
を
対
象
と
し

た
燃
料
購
入
扶
助
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

●
高
齢
者
福
祉
で
は
、
近
年
の
急
激
な
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
家
庭
や
地
域

で
担
っ
て
き
た
日
常
生
活
の
生
活
支
援
や
介

護
の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
介
護
予
防
支
援
事
業
の
ほ
か
、

高
齢
者
等
要
援
護
者
の
デ
ー
タ
を
基
に
見
守

り
フ
ァ
イ
ル
の
整
備
を
図
り
な
が
ら
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
情
報
の
共
有
に
努
め
、

地
域
の
見
守
り
を
強
化
し
て
支
援
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
独

居
世
帯
・
夫
婦
世
帯
及
び
障
が
い
者
や
認
知

症
高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
べ
く
、
在
宅
介

護
や
福
祉
施
設
等
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
た
に
介

著
し
い
進
行
と
医
療
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
等
に

よ
り
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、

保
険
制
度
を
支
え
る
被
保
険
者
は
低
所
得
者

や
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の
構
造
的
な
問
題
は

国
保
財
政
を
一
段
と
厳
し
く
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
国
保
税
は
所
得
が

確
定
し
た
後
に
賦
課
す
る
こ
と
か
ら
、
第
二

回
定
例
町
議
会
で
審
議
頂
く
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
昨
年
も
改
正
条
例
で
説
明
し
て
い
る

よ
う
に
不
足
額
の
全
額
を
賦
課
徴
収
す
る
こ

と
な
く
、
積
立
金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出

金
も
考
慮
し
な
が
ら
住
民
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。

●
環
境
衛
生
関
係
で
は
、
鴛
泊
葬
苑
の
火
葬

炉
補
修
の
ほ
か
、
二
十
年
経
過
し
た
し
尿
収

集
車
を
更
新
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆

衛
生
の
向
上
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
道
道
関
係
の
「
稚
内
建
設
管
理
部
」
所
管

の
鴛
泊
市
街
地
整
備
で
は
、
国
の
補
正
予
算

や
二
十
五
年
度
の
通
常
予
算
で
昨
年
を
大
幅

に
上
廻
る
予
算
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

そ
の
工
事
内
容
は
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
カ
ル
バ
ー
ト
、

港
町
二
八
〇
ｍ
区
間
の
道
路
工
等
を
施
工
す

る
ほ
か
、
本
町
・
港
町
地
区
の
物
件
移
転
補

償
、
埋
設
水
道
管
・
下
水
道
管
の
移
設
補
償

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

地
域
福
祉
関
係
に
つ
い
て

障
が
い
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

生
活
、
環
境
整
備
に
つ
い
て

各
保
険
制
度
に
つ
い
て

児
童
福
祉・少
子
化
対
策
に
つ
い
て

道
路・市
街
地
整
備
関
係
に
つ
い
て

三
．
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
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主
防
災
組
織
の
結
成
・
育
成
を
支
援
し
な
が

ら
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域

防
災
計
画
の
適
切
な
見
直
し
と
推
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
津
波
避
難
計
画
策
定
を
急
ぎ

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
新
た
に
総
務
課
職
員
に

防
災
主
査
を
発
令
し
、
各
自
治
会
毎
に
「
防

災
に
関
す
る
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
避
難
場
所
、
避
難
経
路
な
ど
各
地
域
が

抱
え
る
問
題
な
ど
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
が
、

避
難
場
所
等
を
確
保
す
る
た
め
に
は
施
設
管

理
者
や
土
地
所
有
者
の
許
可
が
必
要
な
事
案

も
あ
り
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
早
急
に
年

次
整
備
計
画
を
樹
立
し
、
緊
急
性
の
高
い
施

策
は
国
の
防

災
・
減
災
事

業
等
、
諸
制

度
の
動
向
を

見
極
め
な
が

ら
今
年
度
の

補
正
予
算
で

措
置
し
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

●
消
防
救
急
無
線
は
二
十
八
年
五
月
ま
で
に

デ
ジ
タ
ル
無
線
へ
の
移
行
が
決
定
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
年
は
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

実
施
設
計
委
託
料
と
併
せ
て
経
年
化
し
た
指

揮
広
報
車
の
購
入
費
を
消
防
事
務
組
合
負
担

金
に
含
め
計
上
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
救
急

業
務
に
つ
い
て
は
、
救
急
隊
員
の
専
門
的
知

●
航
空
路
線
は
、
離
島
住
民
の
生
活
、
医
療
、

観
光
、
経
済
の
活
性
化
に
必
要
不
可
欠
な
生

活
路
線
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
利
尻
―

丘
珠
線
の
通
年
運
航
の
維
持
・
存
続
を
図
る

た
め
、
北
海
道
エ
ア
ー
シ
ス
テ
ム
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
）

に
対
し
て
道
と
協
調
し
て
欠
損
補
助
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
昨
年
十
月
か
ら
国
土
交
通

省
で
離
島
住
民
割
引
運
賃
助
成
を
制
度
化
し

て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
国
の
制
度
に
上
乗
せ

し
な
が
ら
住
民
負
担
の
軽
減
と
搭
乗
率
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
季
節

運
行
と
な
っ
て
い
る
全
日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は

六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
カ
月
間　

利
尻
―

千
歳
線
が
運
航
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
防
災
・
消
防
・
交
通
安
全
対
策
で
は
、
一

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
は
、
私
達
に
消
し
難

い
大
き
な
傷
跡
と
と
も
に
多
く
の
教
訓
を
も

残
し
ま
し
た
。
幸
い
本
町
は
災
害
の
少
な
い

町
と
い
え
ど
も
、
改
め
て
周
辺
に
目
を
向
け

る
と
北
海
道
北
西
沖
海
底
に
は
、
海
溝
型
地

震
が
発
生
し
得
る
プ
レ
ー
ト
境
界
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
門
機
関
の
調
査
で

こ
の
プ
レ
ー
ト
変
動
に
よ
り
地
震
の
発
生
す

る
確
立
は
極
め
て
低
い
数
値
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
有
事
に
備

え
国
や
道
、
近
隣
自
治
体
な
ど
と
の
連
携
も

必
要
で
あ
り
、
最
も
重
要
な
の
は
「
地
域
防

災
力
の
強
化
」
だ
と
考
え
ま
す
。
自
助
・
共

助
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
自

等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
鰊
泊
地
区
で
は
用

地
買
収
や
補
償
等
、
雄
忠
志
内
地
区
で
は
用

地
買
収
と
暫
定
工
事
、
旭
浜
地
区
で
は
用
地

測
量
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
道
路
・
橋
梁
関
係
の
町
で
実
施
す
る
事
業

は
、
富
士
野
地
区
取
付
道
路
、
各
町
道
の
維

持
補
修
・
側
溝
改
良
を
実
施
、
鴛
泊
市
街
地

道
道
拡
幅
工
事
と
並
行
し
て
鴛
泊
市
街
地
街

な
み
整
備
方
針
策
定
業
務
委
託
、
期
成
会
・

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
の
要
望
意
見
を
踏

ま
え
て
の
整
備
方
針
と
事
業
要
求
資
料
の
作

成
の
ほ
か
、
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
策
定
や
各

橋
梁
の
補
修
等
を
実
施
し
ま
す
。

●
治
山
・
治
水
・
砂
防
関
係
で
は
、
町
事
業

は
、
湾
内
地
区
の
小
規
模
治
山
事
業
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
森
林
管
理
署
関
係
で
は
ヤ

ム
ナ
イ
沢
に
渓
間
工
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
総
合
振
興
局
で
は
、
昨
年
に
引

き
続
き
滝
の
沢
川
に
床
固
工
を
設
置
、
稚
内

建
設
管
理
部
で
は
雄
忠
志
内
川
で
砂
防
堰
堤

改
良
、
豊
漁
沢
川
で
は
堤
体
の
嵩
上
げ
を
実

施
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
地
域
の
安
全

・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

●
住
宅
関
係
で
は
、
本
年
度
か
ら
町
営
住
宅

の
耐
震
化
と
長
寿
命
化
を
目
的
と
し
て
計
画

的
に
改
良
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
り
、今
年

度
は
富
士
野
団
地
一
棟
四
戸
の
改
良
工
事
を

実
施
し
て
快
適
な
生
活
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

識
や
技
術
習
得
が
必
須
な
こ
と
か
ら
消
防
職

員
に
救
急
救
命
士
養
成
課
程
を
受
講
さ
せ
、

救
急
救
命
士
を
七
人
体
制
と
し
て
救
急
業
務

体
制
の
充
実
を
図
り
、
救
命
率
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

●
昨
年
六
月
十
四
日
未
明
、
悲
し
い
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
三
月
十
一
日
現

在
の
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
数
は
二
七
〇
日
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
記
録
を
永
久
に
継
続
で
き

る
よ
う
交
通
安
全
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、

町
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め

な
が
ら
交
通
事
故
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

※
教
育
行
政
施
政
方
針
参
照

●
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
は
、
町
民
と
行
政
が
深
い
信
頼
の
も
と
、

お
互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
機
の
利
活
用
や
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
図
り
情
報
の
公
開

と
共
有
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
中
核
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
自
治
会
や

各
種
団
体
の
活
動
を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま

平成24年度防災訓練の様子平成24年度防災訓練の様子

利
尻
空
港
路
線
に
つ
い
て

治
山・治
水・砂
防
関
係
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
つ
い
て

防
災・交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

四
．
明
日
を
に
な
う
心
豊
か
な

　

人
づ
く
り
と
文
化
を
育
む
ま
ち

五
．
住
民
参
加
と
協
働
に
よ
る

　
　
　

健
全
な
行
政
運
営
の
ま
ち

町
民
と
の
協
働
関
係
に
つ
い
て
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五
万
一
千
円
で
十
三
．
五
%
の
増
額
予
算
と

な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
を
併
せ
た
総

額
で
は
六
十
二
億
二
千
百
二
十
五
万
一
千
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
は
三
．
八
%
の
増

額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
の
町
政
執
行
に

臨
む
に
あ
た
り
、
私
の
所
信
の
一
端
と
主
要

な
施
策
を
申
し
述
べ
ま
し
た
が
、
人
は
、
過

去
を
振
り
返
り
つ
つ
、
今
を
見
つ
め
、
明
日

を
考
え
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
「
明
日
」

と
い
う
日
は
、「
今
」
の
積
み
重
ね
の
中
で
繋

が
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、「
明
日
」
を
考
え

大
規
模
改
造
や
教
員
住
宅
整
備
な
ど
の
事
業

が
国
の
補
正
予
算
で
内
々
定
の
通
知
を
受
け
、

二
十
五
年
度
に
繰
越
実
施
す
る
予
定
事
業
も

あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
費
を
も
っ
て
町
内
の

雇
用
対
策
、
景
気
対
策
を
講
じ
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の

規
模
は
三
十
九
億
二
千
六
百
万
円
と
し
、
対

前
年
度
比
で
四
千
七
百
万
円
、
率
で
一
．
二

%
の
減
額
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

特
別
会
計
で
は
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
ほ

か
九
会
計
で
総
額
二
十
二
億
九
千
五
百
二
十

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
で
の
課
題
や
多
様

化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
地

域
懇
談
会
や
新
春
座
談
会
な
ど
の
場
で
行
政

の
課
題
・
問
題
を
詳
細
に
説
明
し
て
住
民
の

理
解
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
意

見
・
提
案
な
ど
を
積
極
的
に
施
策
に
反
映
さ

せ
、
町
民
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
運
営
と
協
働
の
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
本
町
の
財
政
状
況
は
、
議
会
や
町
民
の
皆

様
方
の
行
財
政
改
革
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
の
も
と
着
実
に
行
財
政
改
革
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
と
も

こ
こ
数
年
間
は
黒
字
決
算
を
維
持
し
て
お
り
、

皆
様
も
心
配
し
て
い
る
財
政
健
全
化
法
に
基

づ
く
四
つ
の
指
標
は
す
べ
て
国
の
基
準
を
ク

リ
ア
し
て
い
ま
す
。

●
二
十
五
年
度
の
予
算
は
自
主
財
源
の
主
軸

で
あ
る
町
民
税
や
財
源
の
依
存
度
が
高
い
地

方
交
付
税
の
減
額
が
予
想
さ
れ
る
厳
し
い
状

況
の
中
で
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
・
効

率
的
な
配
分
に
留
意
し
、
地
域
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
を
念
頭
に

予
算
編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
一
般
会
計
の
建
設
事
業
費
は
、
道
道
拡
幅

事
業
移
転
補
償
費
を
含
め
て
七
億
六
千
六
百

三
十
万
七
千
円
、
特
別
会
計
で
は
フ
ェ
リ
ー

タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
事
業
費
な
ど
六
億
七
百
八

万
八
千
円
、
合
わ
せ
て
十
三
億
七
千
三
百
三

十
九
万
五
千
円
（
前
年
度
対
比
二
三
．
四
％

増
）
を
確
保
し
て
い
る
ほ
か
、
鴛
泊
中
学
校

る
こ
と
は
、「
今
」
を
真
剣
に
生
き
て
い
く
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
「
今
」
を
大
切
に
し
、
そ

の
中
で
見
え
て
く
る
こ
と
を
行
動
に
起
こ
し
、

積
極
的
に
取
組
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
未

来
が
開
け
て
く
る
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。
私

も
、「
今
」
を
大
事
に
し
て
「
ふ
る
さ
と
利
尻

富
士
町
の
振
興
発
展
」
の
た
め
に
町
民
皆
様

方
の
知
恵
と
勇
気
、
そ
し
て
お
力
添
え
を
頂

き
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
を
傾
注
す
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
議
会
議
員
を
始
め
町

民
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成
二
十
五
年

度
の
町
政
執
行
方
針
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
財
政
運
営
に
つ
い
て

款

計

計

計

計

計

計

計

計
合　　　　　　　　　計

民生費

衛生費

土木費

商工費

消防費

教育費

総務費

農林水
産業費

単位：千円【一般会計】
平成25年度 建設事業一覧表

事　　　　　業　　　　　名 事業費
財務会計システム購入
地理情報システム整備業務委託
土地購入
電子申告システム購入
総合行政システム購入
選挙ポスター掲示場設置工事
選挙ポスター掲示場設置工事

保育所改修工事

鴛泊火葬場火葬炉補修工事
車両購入費

小規模治山事業
離島漁業再生支援交付金
漁業振興施設整備事業補助金
沼浦船揚場整備工事
水産環境整備事業負担金

観光看板設置工事

町道改良工事
町道補修工事
町道側溝改修工事
橋梁長寿命化計画策定業務委託
鴛泊港整備事業負担金
利尻富士利尻線交付金工事用地取得事業
鴛泊市街地街並み整備方針策定業務委託
街路灯整備工事
ファミリーキャンプ場維持補修設計業務委託
公営住宅個別改善工事
飛行場標識施設補修工事
飛行場性状調査及び障害物件調査委託

光ケーブル移設工事
新規加入者増設工事

利尻小学校耐力度調査委託
鬼脇中学校耐力度調査委託
小中併置校概要設計作成委託
翔武館改修工事
総合体育館サッシ取替工事
総合体育館電気設備取替工事

22,000
3,500
2,000
2,258
7,849
496
735

38,838
5,300
5,300
2,132
102
2,234
13,500
47,816
4,850
3,000
2,900
72,066
1,000
1,000
1,000
5,500
3,200
2,300

112,800
469,784
5,000
1,000
2,600
15,000
1,953
4,904

625,041
2,000
1,000
3,000
4,500
4,500
4,600
3,370
934
924

18,828
766,307
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教
育
行
政
執
行
方
針

教
育
行
政
執
行
方
針

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」
研
究
で
受
賞
し
、
日
本
の

基
礎
科
学
の
底
力
を
世
界
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
話
題
に
心
躍
ら
せ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
夢
や
希
望
を
育
み
、
そ
れ
を
開
花
さ
せ
、

一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
の
金
メ
ダ
ル
、
あ
る

い
は
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
教
育
の
一
層
の
充
実
・
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
利
尻

富
士
町
の
活
力
や
発
展
の
基
盤
と
な
る
「
人

づ
く
り
」、「
生
涯
学
習
社
会
の
充
実
」
を
め

ざ
し
て
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
、
教
育
行

政
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
完
全
実
施
と
な
り
ま
し
た
新

学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
十
分
に
踏
ま
え
、

ふ
る
さ
と
教
育
、
国
際
理
解
教
育
、
情
報
教

育
、
環
境
教
育
な
ど
社
会
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
及
び
保
護

者
の
期
待
に
応
え
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
一
）
確
か
な
学
力
の
向
上
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

教
育
の
推
進

　

「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
は
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
態
度
を
養
う
と
と
も
に
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
の
習
得
と
そ
の
活
用
を

通
じ
て
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
の
実
態
を
的
確
に
把
握
し
、
指
導
の
改
善

を
図
り
な
が
ら
「
確
か
な
学
力
」
の
向
上
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
各
教
科
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
、
少
人
数

指
導
や
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
な
ど
の

学
習
形
態
の
工
夫
、
長
期
休
業
で
の
補
充
的

学
習
の
工
夫
な
ど
、
き
め
細
か
な
指
導
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

●
今
年
度
も
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

に
全
小
中
学
校
が
参
加
し
、
結
果
に
お
け
る

成
果
と
課
題
を
分
析
し
な
が
ら
、
分
か
る
授

業
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
指
導
や
学
習
状
況

の
改
善
に
役
立
て
ま
す
。

●
情
報
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
育
用
及

び
教
師
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
を
有
効
的

に
活
用
し
た
多
様
な
学
習
を
推
進
し
、情
報
を

正
し
く
利
用
す
る
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
の
育
成

な
ど
総
合
的
な
情
報
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
外
国
語
を
通
じ
て
、
諸
外
国
の
歴
史
や
文

化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
小
学
校
高
学
年

の
外
国
語
活
動
や
中
学
校
の
英
語
学
習
指
導

の
充
実
を
図
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

●
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
職
場
体
験
活
動

や
施
設
見
学
な
ど
を
実
践
し
、
将
来
の
夢
や

目
的
意
識
を
育
成
す
る
た
め
の
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

●
昨
年
度
か
ら
、
中
学
校
一
〜
二
学
年
の
体

育
授
業
で
日
本
古
来
の
武
道
が
必
修
科
目
に

加
え
ら
れ
た
た
め
、
当
町
で
は
柔
道
を
選
択

し
て
い
ま
す
が
、
事
故
や
怪
我
の
な
い
よ
う

安
全
指
導
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
鴛
泊

小
学
校
二
学
級
、
利
尻
小
学
校
二
学
級
の
設

置
と
な
り
ま
す
が
、
特
別
支
援
学
級
補
助
員

を
引
き
続
き
配
置
す
る
な
ど
、
児
童
一
人
ひ

と
り
の
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
指
導
や
支
援

に
努
め
ま
す
。

●
小
学
校
三
〜
四
学
年
の
社
会
科
や
総
合
学

習
に
お
い
て
使
用
し
て
い
る
社
会
科
副
読
本

が
発
刊
さ
れ
て
10
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

利
尻
富
士
町
の
生
い
立
ち
や
歴
史
な
ど
新
た

な
情
報
を
更
新
し
て
再
発
刊
し
ま
す
。

●
今
年
度
で
、
利
尻
富
士
町
学
校
教
育
推
進

計
画
の
期
限
が
切
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
の
利
尻
富
士
町
の
教
育
の
成
果
と
課
題
を

踏
ま
え
な
が

ら
、
新
学
習

指
導
要
領
等

に
対
応
す
る

平
成
二
十
六

年
度
か
ら
平

成
三
十
年
度

ま
で
の
新
た

な
学
校
教
育

推
進
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
第
一
回
利
尻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
士
町
議
会
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

例
会
の
開
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
た
り
、
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
政
の
執
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
方
針
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
し
上
げ
、
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
並
び
に
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

民
の
皆
様
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
日
の
社
会
情
勢
は
、
人
口
の
減
少
や
少

子
高
齢
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
産
業
構
造
の

変
化
や
景
気
の
低
迷
、
加
え
て
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、

教
育
に
は
、
困
難
に
立
ち
向
か
い
、
新
し
い

時
代
を
切
り
拓
く
こ
と
の
で
き
る
「
強
い
人

材
」
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も

た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
生
き
る
力
」
を
し
っ

か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日

本
人
選
手
が
三
十
八
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
山
中
伸
弥
・
京
都
大

学
教
授
は
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
を

平
成
25
年
度

平
成
25
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針

一
．
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

体育授業「柔道」の様子体育授業「柔道」の様子
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●
教
職
員
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
は
、

個
人
の
健
康
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
校
の

教
育
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
観
点
か
ら
も
重

要
な
課
題
で
あ
る
た
め
、各
種
健
康
診
断
の
実

施
な
ど
健
康
管
理
対
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

（
四
）
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
の
充
実

　

先
の
震
災
以
来
、
防
災
教
育
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
火
災
や
地
震
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
や
普
通
救
命
講
習
を
実

施
し
、
児
童
生
徒
に
高
い
防
災
意
識
を
持
た

せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
又
、
交
通

事
故
に
つ
い
て
の
安
全
教
育
と
不
審
者
や
変

質
者
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
指
導
と
対
策
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
学
校
施
設

の
整
備
・
充
実
を
図
る
と
と
も
に
安
全
性
の

確
保
に
鋭
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
各
学
校
に
お
い
て
は
「
事
件
・
事
故
は
い

つ
で
も
ど
こ
で
も
起
こ
り
う
る
」
と
の
認
識

の
も
と
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
、
学
校
安

全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
充
実
を

図
り
「
安
全
・
安
心
」
の
学
校
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。

●
不
審
者
等
に
よ
る
事
件
・
事
故
な
ど
か
ら
、

児
童
生
徒
が
自
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
安
全
教
育
の
指
導
や
登
下
校
時
の
交

通
安
全
指
導
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

●
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
そ
の
要

因
や
実
態
が
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化
し

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
ど
の
学

校
で
も
、
ど
の
子
に
も
起
こ
り
う
る
」
問
題

で
あ
る
こ
と
を
十
分
認
識
し
、
い
じ
め
の
早

で
き
る
よ
う
食
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
校
生
活
に
支
障

を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
学
用
品
や
給
食
費
な
ど
の
就
学

援
助
を
継
続
し
て
行
う
ほ
か
、
高
校
生
や
大

学
生
に
は
奨
学
金
を
貸
与
し
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
て
幅
広
く
有
能
な
人
材
の
育
成
を
図

り
ま
す
。

（
三
）
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

　

学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
て
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
学
校
の
教
育
活
動
や
学
校

運
営
の
状
況
を
積
極
的
に
保
護
者
や
地
域
に

情
報
提
供
す
る
な
ど
、
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
学
校
便
り
等
を
活
か
し
た
情
報
の
発
信
や

学
校
行
事
の
積
極
的
な
公
開
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
学
校
評
議
員
制
度
を
活
用
し
た
学

校
評
価
の
充
実
を
図
り
、
そ
の
結
果
を
学
校

運
営
の
改
善
に
生
か
し
ま
す
。

●
新
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
授

業
の
展
開
な
ど
、
教
職
員
の
指
導
力
の
向
上

に
向
け
た
町
内
に
お
け
る
研
究
・
研
修
体
制

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
材
を
活

用
し
た
「
学
校
支
援
地
域
本
部
」
と
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

●
校
長
を
中
心
に
組
織
的
な
連
携
の
も
と
、

教
職
員
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
研
鑽
し
、

自
ら
の
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
す
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。
専
門
職
と
し
て
の
知
識
や

能
力
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
二
）
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進

　

児
童
生
徒
に
、
自
他
の
生
命
や
人
権
を
尊

重
す
る
心
、
思
い
や
り
の
心
、
規
範
意
識
や

公
聴
心
、自
然
を
愛
す
る
心
な
ど
、豊
か
な
心

を
育
む
教
育
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
、
道
徳
的
価
値
を
自
覚
し

自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
つ

つ
、
道
徳
的
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
い
け
る

よ
う
、
「
道
徳
の
時
間
」
の
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
自
然
体
験
活

動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
道
徳
性
を
養
い

ま
す
。

●
確
か
な
学
力
や
豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
な

が
る
読
書
活
動
の
推
進
に
向
け
て
、
朝
読
書

や
読
み
聞
か
せ
な
ど
読
書
習
慣
を
定
着
さ
せ

る
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学
校
図

書
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
の
情
操
を
育
む
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
や
作
品
展
を
継
続
し
な
が
ら
、

学
校
教
育
活
動
全
体
を
通
じ
て
利
尻
島
な
ら

で
は
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用
し
た
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
児
童
生
徒
の
体
力
や
運
動
能
力
の
低
下
が

指
摘
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
習
慣
や
意

欲
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
生
涯
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
健
康
な

生
活
を
送
る
た
め
の
基
礎
を
培
う
体
育
授
業

の
充
実
や
、
運
動
部
活
動
・
少
年
団
活
動
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

●
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
の
各
種

検
診
や
保
健
指
導
を
充
実
さ
せ
、
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
万
全
を
期
す
と
と
も

に
、子
ど
も
た
ち
が
自
分
自
身
の
健
康
管
理
が

期
発
見
、
早
期
対
応
を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

「
い
じ
め
は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
」
と
の
認
識
に
立
っ
た
指
導
の
徹
底
に
努

め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
、

い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

●
鬼
脇
地
区
小
中
併
置
校
の
建
設
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
学
校
の
実
状
や
地
域
の
意
見
等

も
考
慮
し
な
が
ら
町
長
部
局
と
も
協
議
を
重

ね
、
今
年
度
中
に
建
設
目
標
年
度
を
定
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
又
、
本
事
業
着
手
に

必
要
と
な
る
補
助
事
業
の
採
択
条
件
に
対
応

す
る
た
め
、
利
尻
小
学
校
・
鬼
脇
中
学
校
校

舎
の
耐
力
度
調
査
と
概
要
設
計
作
成
委
託
料

を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
学
校
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
快
適
で

安
全
な
教
育
環
境
の
充
実
と
学
習
意
欲
の
向

上
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
各
学
校
施
設

及
び
教
職
員
住
宅
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
教
材
教
具
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
今
日
の
暮
ら
し
に
お
い
て

人
々
に
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
も
た
ら

す
と
と
も
に
、
人
と
人
の
絆
を
強
く
し
、
活

力
あ
る
地
域
の
育
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た

す
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
育
成
に
お
い
て
は
、
学
校
教
育
だ
け
で
な

く
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
が
求
め
ら
れ
て
い

環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
町
民
の
皆
様
が
進

ん
で
参
加
で
き
る
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

二
．
社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
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（
三
）
文
化
・
芸
術
活
動
の
推
進

　

芸
術
・
文
化
に
接
す
る
こ
と
で
、
心
の
豊

か
さ
を
育
み
、
感
動
や
生
き
る
喜
び
な
ど
、

人
生
を
送
る
上
で
の
大
き
な
力
と
な
り
地
域

活
性
化
の
基
盤
と
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

多
く
の
町
民
が
芸
術
文
化
活
動
に
積
極
的
に

参
加
で
き
る
よ
う
町
内
文
化
団
体
と
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
活
動
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
歴
史
や
伝
統
を
伝
え
る
様
々

な
文
化
財
を
保
護
す
る
と
と
も
に
情
報
の
発

信
に
努
め
ま
す
。

●
利
尻
富
士
町
文
化
協
会
に
対
す
る
助
成
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
生
の
芸
術
に
直
接
触

れ
る
こ
と
の
で
き
る
巡
回
小
劇
場
の
開
催
や
、

劇
団
四
季
の
利
尻
公
演
な
ど
、
心
の
豊
か
さ

と
情
操
を
高
め
る
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

●
南
浜
獅
子
神
楽
の
保
存
伝
承
を
継
続
し
、

保
存
会
の
方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
町
内
小

中
学
生
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
り
っ
ぷ
館
で
の
各
種
展
示
活
動
や
「
知
の

拠
点
づ
く
り
」
事
業
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

●
町
内
外
に
埋
も
れ
て
い
る
郷
土
資
料
の
収

集
、
調
査
を
継
続
し
て
行
う
と
と
も
に
、
学

芸
員
に
よ
る
出
前
講
座
な
ど
各
種
事
業
の
推

進
に
つ
い
て
町
広
報
紙
、
文
化
財
だ
よ
り

「
ポ
ン
モ
シ
リ
」
な
ど
に
よ
り
町
民
へ
の
周

知
に
努
め
ま
す
。

（
四
）
健
康
づ
く
り
・

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の
健
全
な
発
達
や
健

康
及
び
体
力
の
保
持
増
進
、
精
神
的
な
充
足

感
を
得
る
と
と
も
に
、
生
涯
に
わ
た
り
心
身

況
に
あ
り
ま
す
。

　

青
少
年
が
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
豊
か
な

人
間
性
や
社
会
性
な
ど
を
兼
ね
備
え
、
心
身

と
も
に
た
く
ま
し
く
育
つ
た
め
に
は
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
成

長
を
支
え
守
り
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
ま
す
。

●
利
尻
富
士
町
青
少
年
健
全
育
成
町
民
会
議

と
の
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
識
や
技
術
経
験
を
子
ど

も
た
ち
の
教
育
に
活
か
す
「
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
」
を
展
開
し
ま
す
。

●
長
期
休
業
時
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
安

心
し
て
過
ご
せ
る
活
動
拠
点
づ
く
り
と
し
て

「
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」、「
冬
休
み
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育

成
す
る
た
め
、
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー

事
業
へ
の
参
加
を
継
続
す
る
ほ
か
、
利
礼
三

町
児
童
交
流
事
業
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
児

童
生
徒
や
異
世
代
と
の
交
流
を
進
め
ま
す
。

●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
平
日
放
課
後
の
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点
づ
く

り
と
し
て
、
宿
題
支
援
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な

ど
を
提
供
す
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の

開
催
を
鬼
脇
・
鴛
泊
両
地
区
で
継
続
し
ま
す
。

●
学
校
教
育
と
は
違
う
環
境
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
育
む
、
水
泳
教
室
・
書
道

教
室
・
カ
ル
タ
教
室
・
サ
ッ
カ
ー
教
室
・
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
教
室
な
ど
の
「
週
末
教
室
」
を

通
年
実
施
し
ま
す
。

（
一
）
生
涯
学
習
の
推
進

　

趣
味
や
教
養
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
多
様
な
学
習
機
会

を
通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
人
と
人

と
が
ふ
れ
あ
い
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き

が
い
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
関
係
団

体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
生
涯
学
習
を
推
進

し
ま
す
。

●
公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
地
域
に
密
着
し
た
利
用
し
や
す
い
施

設
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
心
の
豊
か
さ

を
実
感
で
き
る
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

●
母
へ
の
感
謝
と
思
い
や
り
の
心
を
育
む

「
母
の
日
に
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り
教

室
」、も
の
づ
く
り
の
過
程
を
学
び
完
成
の
達

成
感
を
育
む
「
注
連
飾
り
作
り
教
室
」、
日
本

の
伝
統
文
化
に
ふ
れ
あ
う
「
か
る
た
（
百
人

一
首
）
教
室
」、そ
ば
の
魅
力
を
知
る
「
そ
ば

作
り
教
室
」、親

子
の
絆
を
育
む

「
ブ
ッ
ク
ス
タ

ー
ト
事
業
」
、

図
書
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る

「
読
み
聞
か
せ

活
動
」
な
ど
を

継
続
し
て
開
催

し
ま
す
。

（
二
）
青
少
年
の
健
全
育
成

　

核
家
族
化
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、
子

ど
も
た
ち
の
耐
え
る
力
や
自
己
制
御
力
、
他

人
を
思
い
や
る
心
が
薄
ら
い
で
き
て
い
る
状

と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上
で

不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
健
康
志
向
の
高
ま
り
や
余
暇
の
増

大
に
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
が
益
々
高
ま

っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
だ
れ
も
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

●
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
利
尻
富

士
R
I
P
S
」
や
体
育
協
会
な
ど
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
取
り
組
む
団
体
と
の
連
携
強
化
を
図

り
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
を
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る
総
合
体
育

館
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
体
育
施
設
は
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、今
後
も
適
切
に
維
持

補
修
を
行
い
効
率
的
な
施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
二
十
五
年
度
の
利
尻
富
士
町

教
育
行
政
の
執
行
方
針
に
つ
い
て
申
し
述
べ

ま
し
た
。

　

そ
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
・
家
庭

・
地
域
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

未
来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
し
っ

か
り
と
守
り
育
て
る
こ
と
、
「
す
べ
て
は
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
た
め
に
」
と
の
思

い
を
胸
に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
っ
ぷ
す

カーネーション作り教室の様子カーネーション作り教室の様子



科　　　目 予　算　額

合　　　計

■特別会計予算は
平成25年度 平成24年度 比　較
83,405
203,043
549,074
70,818
453,452
45,708
305,779
450,290
54,738
78,944

2,295,251

100,328
237,863
216,998
64,506
468,471
46,047
316,652
456,553
40,505
74,530

2,022,453

16.9％
14.6％
153.0％
9.8％
3.2％
0.7％
3.4％
1.4％
35.1％
5.9％
13.5％

単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

科　　　目 予　算　額

合　　　計

■特別会計予算は 単位：千円 ■目的別歳出予算 単位：千円

簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
港湾整備事業特別会計
温泉事業特別会計
国保事業特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険事業特別会計
介護サービス特別会計
歯科施設特別会計
国保施設特別会計

合　　　　計

一般会計の歳入・歳出予算額は…

　平成25年度の当初予算額は、前年度比1.2％の減となっております。特別会計の
合計22億9,525万円と合わせた町の予算総額は62億2,125万円で、平成24年度
当初予算と比較すると、約3.8％（2億2,580万円）の増額となります。

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
諸 支 出 金
災害復旧費
予 備 費

48,500
449,983
483,263
314,370

132
108,984
165,652

1,066,136
182,824
243,004
855,089
5,062

1
3,000

3,926,000

歳出

一般会計予算は？

平
成
二
十
五
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
度
の

　
　
予
算
概
要

　
　
　
　

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。歳入

△
△

△
△
△
△

3939億2,6002,600万円万円3939億2,6002,600万円万円39億2,600万円

●その他  7％
　283,089千円

●その他  9％
　381,848千円

●繰入金  1％
　4,164千円

●町　税  7％
　281,506千円

●道支出金  20％
　803,762千円

●国庫支出金
　2％  72,720千円

●町　債  7％
　262,000千円

●地方交付税  54％
　2,120,000千円

●建設事業費
　19％　766,307千円

●公債費  22％
　855,089千円

●人件費  16％
　616,953千円

●補助費等  14％
　568,846千円

●物件費  11％
　419,204千円

●繰出金  11％
　416,512千円
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警 察 官 ご 紹 介

よろしくお願いします！

新 採 用 職 員 紹 介新 採 用 職 員 紹 介

　４月の異動で江差警察署から鴛泊駐在所で勤務させて頂く
ことになりました。
　これまでの勤務地は、札幌市、千葉県、小樽市、江差町で
あり、今回は利尻島での勤務を希望して転勤してきました。
　利尻島の印象は、利尻山をはじめとした自然環境が素晴ら
しいことであり、利尻での勤務中に是非利尻山の登頂をした
いと思います。住民の皆様と共に「安全安心なまちづくり」
を目指して努力していきたいと思いますので、家族共々よろ
しくお願いします。

①利尻富士町
②利尻富士町役場総務課
③運動・釣り・ゲーム
④自分にできる限りのことを
　しながら、少しずつでも仕
　事を覚える事が出来たらい
　いなと思っています。
　採用１年目で皆さんにはご
　迷惑をかけてしまうことが
　あるかもしれませんが、精
　一杯がんばりますのでよろ
　しくお願いします。

鴛泊駐在所　所長
ちゅう じょう まさる

中 條 　 優 さん

かた やま た

片 山 翔 太 さん

①釧路市
②利尻富士町役場福祉課
③編み物、絵を描くこと
④私は名寄の大学を卒業して
　から利尻に来て、３年目に
　なります。これまで、利尻
　の冬を２回経験し、寒さや
　雪の多さに圧倒されました。
　今後は、多くの人の顔と名
　前を覚え、私のことも知っ
　てもらえるようにたくさん
　地域に出ていきたいと思い
　ます。みなさんどうぞよろ
　しくお願い致します。

き ない ほ

木 内 瑞 穂 さん

①札幌市
②利尻富士町役場総務課
③バドミントン、映画鑑賞
④一人暮らしをしてみて今ま
　で親に頼って生活していた
　という事を実感しました。
　仕事はわからない事ばかり
　で、職場のみなさんには助
　けてもらっています。
　一日でも早く仕事にも生活
　にも慣れ、町の職員として
　そしてこれからは利尻島民
　としても頑張りたいと思い
　ます。みなさんよろしくお
　願い致します。

よし だ ごしょう みず けん

吉 田 賢 五 さん

①出身地
②配属先
③趣味・特技
④今後の抱負
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①どうしてＨＡＣの離島割引は始まったの？

②なぜ14,300円で乗ることが出来るの？

　昨年の10月1日からＨＡＣ（北海道エアシステム）が運航する、利尻－丘珠間に「離島割引運賃」
を設定され、沢山の町民の皆さんにご利用頂いておりますが、ご利用された方の中にも、安い料金
で札幌に行けるけど、なぜだろうと疑問に感じている方も多いかと思いますので、今回はＨＡＣの
離島割引の仕組みについて説明致します。

　ＨＡＣの離島割引は、利尻島と北海道本土を結ぶ離島航空路線に、離島住民を対象とした運賃
設定を行うことにより、島民利用の拡大から搭乗率の向上を図るために始まりました。

簡単に説明すると…

このままだと重要な離島の航空路線が維持できなくなる…ので

に変えようということでHACの離島割引が始まりました。

飛行機の運賃が高い ➡ 他の交通機関を利用する ➡ 飛行機の搭乗率が下がる

飛行機は便利で運賃も安い ➡ 利尻空港から飛行機を利用する ➡ 飛行機の搭乗率が上がる

運賃
￥23,500
運賃

￥23,500

運賃
￥14,300
運賃

￥14,300

町負担
￥5,581
町負担
￥5,581

HAC負担
￥2,148
HAC負担
￥2,148

国補助 ￥1,471国補助 ￥1,471

大人1人が
普通運賃で乗ると
本人の負担額は
23,500円ですが

大人1人分普通運賃の23,500円
から
　•町………5,581円
　•ＨＡＣ…2,148円
　•国………1,471円
合計で9,200円を補助してもらえ
るので

23,500円－9,200円=14,300円

本人の負担額が
14,300円に！
本人の負担額が
14,300円に！

離島割引を
利用すると

普通運賃 離島割引

ＨＡＣ（北海道エアシステム）
離島割引の仕組みとは？
ＨＡＣ（北海道エアシステム）
離島割引の仕組みとは？
ＨＡＣ（北海道エアシステム）
離島割引の仕組みとは？

特集
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③HAC以外の飛行機を利用した場合との違いは？

稚内からの飛行機（普通運賃）を利用して札幌駅へ向かう場合は…

乗り物に乗っている時間は3時間46分
待ち時間を含めると5時間以上…

※最安料金（飛行機を1ヶ月前に予約した場合）でも合計で15,900円※最安料金（飛行機を1ヶ月前に予約した場合）でも合計で15,900円

料金は合計で 24,700円料金は合計で 24,700円

鴛泊港
1時間40分

フェリー

※上記交通機関の運賃は時期によって変更となる場合がありますのでご注意願います。

稚内フェリーターミナル 稚内空港
55分

飛行機
新千歳空港

36分

JR
札幌駅

35分

バス

590円 21,500円 1,040円1,570円

ところが、HACの離島割引を利用して札幌駅に向かうと！ところが、HACの離島割引を利用して札幌駅に向かうと！

乗り物に乗っている時間は1時間16分！
待ち時間を含めても2時間以内！

乗り物に乗っている時間は1時間16分！
待ち時間を含めても2時間以内！

※離島割引を使えば、乗る日に予約しても飛行機代は14,300円※離島割引を使えば、乗る日に予約しても飛行機代は14,300円

料金は合計で 14,740円料金は合計で 14,740円

利尻空港
1時間

HAC
丘珠空港

5分

バス
栄町駅

11分

地下鉄
札幌駅

200円 240円14,300円

　離島航空路運賃割引証の有効期限は発行日より３ヶ月となっ
ておりますので、発行日を確認のうえ、３ヶ月を経過したもの
については新たに交付を受けるか破棄して頂きますようお願い
します。
　また、割引証を持参せずに空港に来てしまうケースが多く見
受けられます。割引証が無い場合は、「離島割引運賃」で予約
をしていても、一時「普通運賃23,500円」で二重に航空券を
購入して頂くだけではなく、返金を受けるために再び空港に行
くことになってしまいますので、必ず割引証を空港に持参頂く
ようお願いします。
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タイムスりっぷ

連載32
利尻の弁天さま ～厳島神社

いつくしま

　フェリーが鴛泊港に近づくと、ペシ岬のふもとに赤
い建物が見えてきます。この建物は、厳島神社（弁天
社）の社殿で、海を見守る神として文政年間【1818
～1830】以降祀られてきました。
　その由緒を物語るものとしては、文政13【1830】
年に奉納された石鳥居が残されています。これは当
時、漁場の請負人であった藤野家のもと本泊の運上屋
で支配人をしていた阿部喜右衛門と住吉丸船頭の清六
という人物により寄進されたものです。彼らは、同じ
時期に奥の院へ鳥居や常夜燈（石灯ろう）、手洗鉢も
奉納しています。これら奉納物は、本州から弁財船で
運ばれ、漁場の繁栄や航海安全を祈願するためのものでした。また社殿内部には、かつてリイシ
リ運上家と透かし彫りされた黄銅製の釣灯ろうがあったといわれています（写真のみで所在不
明）。
　近隣では、稚内をはじめ枝幸、礼文、留萌、苫前、増毛などに厳島神社が点在しています。各
神社の奉納物は、文政以降のものが大半で、漁場請負人の栖原家や藤野家によって漁場が整備さ
れていく時代を象徴しています。

　厳島神社は、宗像三女神（市杵島姫命、田心姫命、湍津姫命）を祀る神社で、全国に約500社あると
いわれており、その総本社は広島県宮島にあります。宗像三女神とは、福岡県の宗像大社に祀られる神
であり、海の神・航海の神として、大和朝廷や源平時代から時の権力者たちによって篤く敬われてきま
した。中でも市杵島姫命は、明治時代に神仏分離令が出されるまで、仏教の神で水の神である弁財天と
同一視されてきたことから、弁天社として漁民や船主など一般庶民の信仰も集めてきました。

じょう や とう

す

むな かた さん じょ じん いち き しま ひめ た ごり ひめ なぎ つ ひめ

はら

てあらいばち

き え も ん

広報「りしり富士」5月号

黄銅製の釣灯ろう

ご意見や情報は、教育委員会　山谷（電話 82－1370）までご連絡下さい。
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4人の人の
元気な赤ちゃん

を
元気な赤ちゃん

を

　　　紹介するよ！　　　紹介するよ！

4人の人の
元気な赤ちゃん

を
元気な赤ちゃん

を

　　　紹介するよ！　　　紹介するよ！

4人の
元気な赤ちゃん

を

　　　紹介するよ！

　はじめまして、ひまりです。
落っこちそうなほっぺがチャ
ームポイントのわたちは、
日々お兄ちゃんに鍛えられ
たくましく成長中です^_^;
　お転婆娘だけど、みなさ
んかわいがってね！！

　はじめまして！ 七南です。
　つぶらな瞳と小さなおち
ょぼ口の私は、お母さんが
大好きです♡最近は、お風
呂で、お父さんとアヒル隊
長と遊ぶのが、すごく楽し
いです。私を見かけたら声
をかけて下さいね☆
　抱っこも大歓迎です♪

H24. 8 . 20 生
【両親】日出海・麻弥
【住所】栄町2

H24. 9 . 10 生
【両親】隆・さつき
【住所】栄町1

国 分 七 南
こく みななぶん

ちゃん ちゃん須田ひまり
す だ

　初めまして。 神 蒼一郎
です。
　みんなから、蒼ちゃんと呼
ばれてます。
　最近雪が解けて、散歩に
出かけられる機会が増えた
ので、僕を見たら気軽に話
しかけてね。

　姉ちゃんお兄ちゃんに囲
まれて毎日とっても賑やか！
　どこにいってもお父さん
によく似ていると言われ
るよ。
　声も大きいんだ。あたた
かくなったらおさんぽにい
くので、みなさんよろしくお
ねがいします。

H24. 11 . 7 生
【両親】貴彦・和代
【住所】鬼脇2

H24. 9 . 22 生
【両親】愛一・亜樹子
【住所】富士野

柏 谷 　 誉
かしわ や ほまれ

くん くん神　蒼一郎
じん そう いちろう

◎納期限までに納税されない場合は、年14.6％（納期限の翌日から1ヶ月を経過する日までの期
　間は年4.3％）の割合で延滞金がかかります。
◎自動車税は次の場所で納税できます。（町内の金融機関、郵便局・セイコーマート）

【問い合わせ先】北海道宗谷総合振興局地域政策部税務課納税係　
　　　　　　　　〒097－8558稚内市末広4丁目2－27　電話：0162－33－2520（直通）

平成25年度自動車税の
納期限は5月31日（金）です。
納期限までに納めましょう。

平成25年度自動車税の
納期限は5月31日（金）です。
納期限までに納めましょう。

　平成25年新年号（No.227）掲載の内容で以下のとおり誤りがあり
ました。お詫び申し上げ訂正いたします。

誤 ： 前田　羽玖 くん
H23. 4. 23 生

まえ だ は く

【お詫びと訂正】

正 ： 前田　羽玖 くん
H24. 4. 23 生

まえ だ は く
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世帯計女男

鴛泊

鬼脇

合計

昨年

人口のうごき（平成25年４月26日現在）編　　集　　後　　記

発行／利尻富士町役場　　　企画・編集／総務課企画調整係（☎82－1112）　　　印刷／株式会社 国境
ホームページ　http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp/　　E-Mail:kikaku@town.rishirifuji.hokkaido.jp

　５月になっても肌寒い日が多く利尻山も、
まだまだ雪化粧のままですが、これから利尻
島は観光・漁業のシーズンを迎え、町が賑や
かになる季節になってきましたね。その反面、
車に乗る機会やお酒を飲む機会が増えてくる
季節でもありますので、これまで以上に交通
安全に努め、飲酒運転は絶対にしないように
しましょう！

デイライト運動
飲酒運転撲滅運動実施中

　　氏　　　名　　　月日　　保護者　　続柄　住　所
佐々木太良（たいら）12.５　翔馬・麻里沙　長男　栄町２
廣澤　心美（ここみ）12.25　一徳・恵美　長女　栄町１
川端　晟琉（せいりゅう）１.６　剛・千代美　二男　本　町
関　　萌果（もえか）１.７　弘孝・ 歩 　長女　栄町１
小黒羽朱美（はすみ）１.31　保幸・直美　長女　栄町１
中田　銀一（ぎんじ）２.19　平太・優香　長男　鬼脇１

★お誕生おめでとうございます★

328日 933

411

1,344

1,025

451

1,476

1,958

862

2,820

879

473

1,352

△17 △12 △29 △3

　氏　名　　月日　年齢　住　所
矢上喜久夫　12.10　89歳　本　町
東海林正明　12.10　81歳　鬼脇２
石川　　昇　12.21　93歳　栄町２
小林　　子　12.22　89歳　鬼脇１
平元　正海　12.26　87歳　鬼脇１
白戸　　茂　12.27　75歳　富士野
石川　スマ　１.３　88歳　秀峰園
木内セツ子　１.15　78歳　鬼脇２
南　　常雄　１.18　93歳　大　磯
阿部　冷子　２.３　62歳　栄町２
髙柴　弘榮　２.12　82歳　大　磯
藤原フミヱ　２.15　95歳　秀峰園
阿部よつゑ　２.15　91歳　石　崎
佐藤　政勝　２.15　83歳　鬼脇２
和田　よね　２.27　96歳　秀峰園
白川　　弘　２.27　71歳　富士岬
松谷金一郎　３.14　73歳　湾　内
岩木　松幸　３.23　83歳　富士野

◆お悔やみ申しあげます◆

広報「りしり富士」5月号

5月8日現在

月日　　　氏　名　　住　所
12.12　大沼　優介　栄町１

長谷川莉紗　本　泊
1.17　廣田　浩介　栄町１
　石倉　夏美　札幌市

1.23　上田　　剛　栄町１
北山みゆき　本　泊

2.22　斉藤　健太　本　泊
平田　萌華　栄町２

3.15　小野寺幸輔　鬼脇１
　柴田亜紀子　栄町１

♡ご結婚おめでとうございます♡

この広報紙は
道産間伐材を
使用しています。

　利尻富士町ではブロードバンドゼロ地域解消のため、国の交付金を活用して町内全域に光ファイ
バー網を整備し、NTT東日本が提供する「フレッツ光」が利用できるようになっております。また、
現在NTTではADSLからの乗りかえなど各種割引も行っておりますので、光ファイバー網利用促進
のため、この機会にぜひ加入ご検討をお願いします。

詳しくは、フレッツ受付センター【電話：0120－116116】または、役場総務課企画調整係【電話
：82－1112】までお問い合わせください。

※最近、光回線契約等の勧誘電話がしつこく掛かってくる等の苦情が寄せられております。
　要らないものは、きっぱり断り、関心のあるものでも家族や知人に相談するなどして契約は慎重にし
　ましょう。このような話がありましたら、総務課企画調整係へご連絡ください。

インターネットに「フレッツ光」をご利用下さい！インターネットに「フレッツ光」をご利用下さい！


